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●旅行期間●

●旅行代金 ●

328,000円 |

●旅行企画 ・実施 ●
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マカイバ リ茶園主
SKバ ナジー氏より

茶国主のSKバ ナジー氏はマハラジャ(藩主)の息子なので

「ラジャJの 名で呼び親しまれています。英国の大学で学ん

だバナジー氏は家業の茶園を継ごうとした頃、ダージリンの

茶園が晨薬や化学月巴料でやせていっていることに衝撃を受け

ました。ダージリンには80ほどの茶園がありますが 農薬に

よって土は痛み 生産量も停滞か減少傾向にあるのです。

自然を愛するマハトマ ガンジーを尊敬するバナジー氏は

無農薬農法を学び ルドルフ シュタイナーの思想に強くひ

かれ バイオダイナミック農法を取り入れたのです。
バチジー氏の理想は、自然との調和の中で茶栽培を行なう

ことです。農作物を育む土地は 「セルフサステイナブル」、

つまり自立維持可能でなければならないと考えます。そのた

め農薬、殺虫剤 除草剤を使わず、牛糞 油かす 枯葉など

の有機月畔斗や自然殺虫剤を用いるのです。
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参 加 要 項
1 旅行期間

2旅 行代金

3 募集人員

4 申込方法

5 申込び切

6残  金

7  -人ヨ屋追加料金

2009年 4月 21日 (央)
～4月30日 (本)10日 間

お一人様 328,000円

20名様 (最少催行人員 10名 様)

添付の申込書にご記入の上 申込金50,000円

を添えて下記へお申込み下さい。

申込書はファクシミリでも承ります。申込金
については下記□座もしくは現金書留にてお
支払い下さい。

く申込先>☆ 株 式会 社 大 陸旅 遊
1600023東 京都新宿区西新宿556

第ニダイヤモンドビル2階
担当 :大塚/力0藤

TEヒ 103-3376-2511
FAX:03-3376-5280

く振込□座>☆ 三菱東京UF」 銀行

新宿中央支店
普通預金 :3264581
□ 座 名 :株式会社 大陸旅遊

力)タ イリクリョユウ

2009年 3月 19日 (金)

ご出発の lヶ 月前までに上記□座にお振込
下さい。

54000円
(ただし マカイバリ茶園でのお一人部屋はご用意できませんの
でご了承下さい。)

旅行代金の他に下記費用が必要です。
|)渡航手続手数料4200円 米希望者のみ
2イ ンド査証実費

1935円 曖知岐阜福丼以東及0沖縄在住の方)
2435円 ∝賞二重京都以西在住の方)

および取得手数料 10,500円 ※希望者のみ
0成 田空港施設使用料 2040円

0イ ンド空港税 700円
0バ ンコク空港税 5000円
0航 空保険料/燃 油付加料金 45,000円

鰤 空会社の事情により変更となる場合がございます。)

国際線/全 日空 (NH),

ジェットェアーゥェィズ (9W)

下記または同等クラス
バンコク●ナライホテル ツインタワー
マカイ′ヽり0ホ ームステイ=.=ツーリストバンガロー
コルカタ●ビアレスイン ピンダスタン
ガントク00イ ヤルプラザ
ダージリン●フォーチュンリソートセントラリレ

機内食を除き

朝食8回 昼食6回 夕食9回付き

成田空港よりご帰国まで同行いたします

8そ の 他

9 利用航空会社

10 利用予定ホテル

※マカイバリでは近郊のツーリストホテルに宿泊することも可能
です.追船 金等詳しくはツアー担当者までお問合せください来

【コルカタ】
◆◆訪問地ご案内◆◆

インド最大の都市。デリーをこの国の首都とし ムンパイを主要な産業都市
とするなら、コルカタは知性の都といえるでしょう。世界的に名の知れた詩
人や思想家 映画監督などがこの地から輩出されています。

【ガントク】
シッキム州の州都で標高1547mに 位置しています。もとはチベット系の日
シッ■ム王国で1975年からインドの22番目の州となりました。ビマラヤの
Ell望でも有名で天気が良ければカンチェンジュンガの赤く染まる雄姿がご覧
になれます。

【ダージリン】
コルカタから北へ約500km 標高2134mに 位置しています。イギリス人が
運暑地として開発したこの町は植民地時代の名残を留める古めIJNしい洋館や
教会 学校も多く 斜面に広がる大規模な茶園とあわせダージリンを象徴す
る風景となっています。

◆◆インド豆知識◆◆
気 候

11食 事回数

12添 乗 員

×
畠厖9忌曇[壕りまと∫

査証はもとよリシッキム入瑚許可の

鼻与曽〔;算藝暑][會暑2日:[営[詈詳g毎毎黎伊
間が

― マカイバリ茶園 ―

●自然と人間が調和する世界●

マカイパリ茶園は 1859年 にインド西べ
ンガル州ダージリンに創立された ダー

ジリン地方で最も長い歴史をもつ茶園です。
4代 ロマカイパリ茶園主であるSKバ

ナジー氏は ダージリンの茶向が農薬や
イ時 肥料で痩せていることに衝撃を受け
彼がマカイバリ茶園を搬いだ1970年以降
670haあ るマカイバリ茶園のすべての敷
地は マハ トマ ガンジーの無農薬農法
ルドルフ シュタィナーのパイオダイナ
ミック農法が取り入れられ その後現在
にいたるまで マカイパリ茶園では約30
年以上にわたり化学月巴料を一tJJ使わず
太陽 水 空気 土 動植物すべてが互
いに関連 調和しあった環境の中で茶栽
培を行なっています。
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中は暖かな陽気ですが 朝晩は長袖の

日本より3時間30分遅れ (日本が正午の時 インドは午前8時30分)
ルピー (1ル ピーは約2用)

220ポ ルト 50ヘ ルツ

思奎尼8冒よ号ラをお使いになるには変圧器とインド用プラグが
水道水は飲まないように。現地でミネラルウォーターをご購入下さい。



参加 申込書
株式会社 大陸旅遊 御 中 【09042,P001 マカイパリ茶園】

取引条件祀tll書面に記載の旅

`,条

件及●I旅行手配のために必要な範囲内での運送 宿泊機関等その他への個人情報の提供について同意の上 以 下の旅′1に申し込みます

〈フ リガナ 〉
氏 名

旅 券 に :こ麒 の ロー マ 宇 民 名 男

女

生 年

月 日

昭 和     年   月   日生
(西暦     年 〉

平 成   (満    才 )

(フ リガ ナ )

住 所

TEL

FAX

携  帯

本 籠 地

抄 本 通 り に ご :こ入 下 さ い

職 業

勁 務 先名

所 在地 〒

役 晴 勤務 先 へ の連絡 は

可  不 可TEL 〈 )

留 守宅 連絡 先 氏 名 続 柄 連 絡 先
住 所 〒  ―

TEL   (    〉

同 =希 望 ある 〈 さん と〉 な い 一 人部 屋希 望 仰 途 贅月 を 申 し受 け ます )

渡 Ft手 続
依頼 す る

側 途贅月 を申 し受 け ます ) 依 頼 しな い ※出入 国関係 書類作 成代 行 ※

査 II手 続 依 頼 す る
(別違■月を中し受けます) 依頼 しな い ※イン ドビツおよび シ ッキム入域静可取書式行 ※

旅 行 保 険 希望する 希望 しな い   1ト ラベルローン 1   希望す る 希望 しな い

インド査証申請
時の必要事項

〈ふリカ∫な)
父親氏名

(ふ りが な 〉
配 48者 氏 名

旅 券 旅 券番 号 発行 年 月 日 年     月    日

Xこ の 産 の ご 旅 行 に は 旅 券 の 残 存 有 効 期 間 は 2009年 10月 末 日 ま で 必 要 で す .
Xイ ン ド=証 の 駆 ■ に は 写 嘉 (5cm× 5cmも し く は パ ス ポ ー トサ イ ズ )が 1枚 必 要 で す .
Xこ の 度 の ご旅 行 に は シ ッ キ ム 入 崚 許 可 の 取 得 が 必 要 で す .

ご 旅 行 条 イ牛  く要 約 )ぉ 申

…

み の 際 に は  必 ず 別 組 の 旅 行 条 件 書 を 獅 み 下 さ い _

こ の ご旅 行 は 輸 大 陸 旅 遊 (〒 1600023東 京 都 tFI
宿 区 西 新 宿 556 tl光 庁 秦 書 豊 鯨 旅 行 彙 魚 ,す00

句 以 下 当 社 と い い ま す )力 企` 画  募 集 し実 施
す る 企 画 旅 行 て  お 客 様 は 当 社 と ぶ 集 型 企 画
旅 行 翼 約 (以 下 「旅 行 契 約 Jと い い ま す  )を

締 結 す る こ と に な り ま す  契 約 の 内 容  条 件 は
こ の バ ン フ レ ッ ト 旅 行 条 件 , 出 発 前 に お 渡
じす る 確 定 日程 表 及 び 当 社 旅 行 契 約 約 歎 に よ り

ま す

' 
旅 行 の お 申 し込 み

お 申 し込 み の 際 に は 予 約 中 込 =に 中 込 金 5万 円
を 添 え て お 中 し込 み い た だ き ま す  (申 込 金 は

旅 行 代 金 の 一 部 に 繰 り入 れ ま す )
2 旅 行 代 金 の お 支 払 い
旅 行 代 金 は 30日 前 迄 に 全 頷 お 支 払 い い た だ

`ま す _

3 旅 行 代 金 に 含 ま れ て い る 経 費
(旅 程 日程 に 明 示 した 次 の 費 用 は 旅 行 代 金

に 含 ま れ て い ま す )
● 利 用 通 送 機 関 の 運 賃  料 金
● 宿 泊 料 金 (原 則 と して 2人 部 屋 に 2人 の 宿 泊

で  バ ス 付 き を 標 準 と し ま す )
尚  1人 部 層 を ご 希 望 の 場 合 は 追 加 料 金 を 申
し受 け ま す _(お 一 人 部 屋 使 用 料 針 ■ 64000)

‐ 食 事 ・機 内 食 を 除 を 朝 8回  星 6回  夕 0回 付
(税  サ ー ビ ス =ヽを 含 r_)

● 観 光 料 金 鎌 程 表 に 明 示 さ れ て い る バ ス 料 金
ガ イ ド料 金  入 場 料 金 等 )

● 手 荷 物 運 搬 料 金 (原 則 と して  利 用 航 空 会 社
の 規 定 ■ ■  害 ■  個 数 の 範 囲 内 )

● 添 乗 員 が 同 行 す る 場 合 は 同 行 経 費 及 び 付 帯
サ ー ビ ス

● 団 体 行 動 中 の 税 金 サ ー ビ ス =ヽお よ び チ ッ プ
来上 記 の 経 費 は  旅 行 者 の 都 合 に よ リー 部 利 用

さ れ な い 場 合 で も 払 戻 し,まい た し ま せ ん _
4 旅 行 代 金 に 含 ま れ て い な い 緯 贅

(そ の 一 部 を 例 示 し ま す )
● 旅 行 日Ireに明 示 さ れ て い な い 飲 食 料 金 及 び

そ れ に と も な う 滉  サ ー ビ ス 料  チ シ ブ
● 燿 航 手 続 諸 ■ 月 (旅 券 印 紙 代  予 防 接 ■ 料

金 ● )
● 渡 ll■手 続 手 数 料
● イ ン ド壺 証 実 贅  ● イ ン ド奎 証 取 得 手 数 料
● 航 空 保 険 料  燃 油 付 加 14金

● イ ン ド タ イ 空 港 雛  ● 屁 田 空 港 施 設 使 用 料
● 航 空 会 社 の 規 定 ●l口 を 超 え る 館 過 手 荷 物 料 金
● 2個 以 上 の 地 上 手 荷 物 運 搬 料 金 お よ ●・|●rル フ

バ ッ ク 等 の 特 殊 手 荷 物 運 搬 料 金
● ク リ ー ‐ ン グ 代  電 報  電 話 料 金  歓 壼 代

記 念 写 真  そ の 他 個 人 的 な 諸 費 用 と そ れ に か
か る 税 金  サ ー ビ ス 料 お よ び チ ッ プ

● お み や げ 品 お よ び 持 ち 込 み 品 に か か る 関 税 等
● お 客 様 の 傷 吾  疾 痛 に 関 す る 医 療 費 用  入 院

■ お よ び 任 意 の 力 りヽ 旅 行 傷 薔 保 険
● そ の lL

5  取   消   料
お 中 し込 み の 後  お 客 様 の 都 合 で ご 旅 行 を 取
,肖され る 場 合 に は  次 の 取 消 料 を 申 し 受 (ナま す
☆ 旅 行 開 始 日の 30日 前 か ら 3日 前 ま で に解 鍮 し

た 場 合           旅 行 代 金 の 20%

☆ 旅 行 開 始 日の 2日 前 か ら 当 日 の 連 絡 不 ,加

旅 行 代 金 ら 0・.

☆ 当 日の 無 連 絡 不 参 加     旅 行 代 金 の 全 ]
☆ 旅 行 開 始 後 の 一 部 解 除 の 場 合

旅 行 資 金 の 金 額

*当 方 の 責 任 と な らな い 各 種 ● ― ン の 取 扱 手 続
上 及 そ の 他 渡 航 手 続 上 の ■ 由 に よ り 旅 行 を お
取 消 又 は 旅 行 内 容 を 変 更 さ れ る 場 合 は 上 記 取 消

ll金 を い た だ き ま す
黎旅 行 代 金 が 所 定 の 期 日 ま で に 入 金 が な く 当

社 が お 中 し込 み を お 断 り した 場 合 は ■ =己取 消 料
を い た だ き ま す
*お 取 消 時 に す で に 渡 航 手 続 開 始 又 は 終 了 し て
い る 場 合 は  ■ =己取 消 料 の ほ か に 涙 F●手 続 実 贅

を い た だ き ま す

0 旅 行 内 容 の 変 更

● 当社 は  天 災  地 変  同 盟 罷 業  戦 乱 そ の 他
の 不 可 抗 力 の 事 白 及 交 通 機 関 等 の 状 況  そ の

他 の ■ 由 に よ り当 餃 旅 行 の 円 滑 な 実 施 を は か
る た め  や む を ■ な い 場 合 は  お 客 様 の 承 語
を 得 て  日程 変 更 等 旅 行 内 署 の 全 部 又 は 一 部
を 変 更 す る こ と が あ りま す

● 当 該 旅 行 の 出 発 後  前 項 の 旅 4●内 容 の 変 更 の

場 合 て  お 客 様 の ふ 諾 を 得 ら れ な い と き は
当 該 旅 行 の 添 乗 員 又 は 当 社 の 判 断 に よ り変 更
さ せ て い た だ き ま す

7 お 客 様 に 対 す る 責 任 及 免 責 事 項

当 社 は 旅 行 契 約 の 履 行 に 当 た つ て  直 接 当 社 の

故 意 又 は 過 失 に よ り お 客 様 に 損 害 を 与 え た 場 合

は そ の お 客 様 が 直 接 受 け た 損 害 を 賠 償 す る ■ め

に 任 し ま す _但 し  お 客 様 ご 自 身 及 身 廻 り 品 に

対 し て 複 ら れ た 損 害 捐 実 が 次 の 事 日 に よ る 場 合

責 任 を 負 い ま せ ん _天 災  地 震  戦 乱  同 盟 屁

業  澤 睦 空 に お け る 不 感 の 災 離  交 通 =故  ′ヽ

イ ジ ャ ッ ク  盗 難  詐 数  流 行 病  隔 離  lft“

規 制 そ の 他 や む を 得 な い 事 白  自 由 行 動 中 の お

客 様 が 被 ら れ た 鍋 書

8 お 客 様 の 責 任

お 客 様 の 故 意 も し く は 過 失  法 令 も し く は 公 序

良 俗 に 反 す る 行 為 又 は お 客 様 が 当 社 の 旅 行 彙 約

漱 の 規 定 を 守 らな い こ と に よ り 当 社 が 損 害 を 受
け た 場 合 は  当 社 は そ の お 客 様 か ら 損 害 の 賠 償

を 中 し受 け ま す

0そ の 他

☆ 当 社 は い か な る 場 合 に お い て も  再 旅 行 の 実
施 は 行 い ま せ ん

☆ 旅 行 者 が 所 定 の 時 妻1に 間 に 合 わ ず 搭 彙  乗

船  乗 車 で き な か っ た 場 合 は  旅 行 契 約 の 解 除

を さ せ て い た だ き ま す

☆ 旅 行 代 金 は 旅 程 表 =こ載 の 国 際 線 航 空 便 の 40別
エ コ ノ ミ ー 運 賃 を 基 準 と して い ま す  お 客 様 の
都 合 等 第 二 者 的 事 由 に よ り表 配 以 外 の 航 空 会 社
へ の 変 更 に は 追 加 料 金 が 必 姜 と な り ま す

☆ ご旅 行 条 件 は  平 成 21年 1月 10日 を 基 準 と して

お りま す の で  航 空 運 賃 お よ び 各 種 交 通 機 関

な ど■ ■ 改 Ir並 び に 為 替 相 場 そ の 他 の 事 由 に

よ り変 更 され る 場 合 が あ りま す
☆

'加

人 員 が バ ン フ レ ン トに 明 示 し た 最 少 限 の

'加

人 員 に 適 しな か つ た 場 合 は 旅 行 を 取 り上
め る こ と が あ り ま す  但 しそ の 場 合 は 出 発 日
の 2,日 前 ま で に ご連 絡 中 し上 げ ま す  そ の 他
旅 行 条 件 に 関 し ま して は  当 社 旅 行 業 約 漱
確 定 曰E表 に 配 ■ さ れ て い る 旅 行 条 件 に よ り
ま す

☆ ′` ン フ レ ン ト作 成 日 ・平 成 21年 1月 15日

株式会社 長蘊「書栞叢書11:霊よT9・ 〒1600023東京都新宿区●新宿556
第ニダイヤモンドビル 2階

大 陸旅 遊  ff希潟 1■品器∬躍器
http://www.talnkuryoyu co jp   総●本行業■■,誉 菫オiえロエ夫 拒当:大髯・

"罐
嬌合濠行業務取候,理 者とは お客ltの凍行を取 り螢 う=■ 所での取引責任書です この練行の製的に瀾し 担 当者からの競朗にご不鴫な点がございました, ご建蔵な く上に招今凍行■務取颯
管理者

``ご
質問下さい


